




トマス・モア (Thomas More, 1477 ？ -1535) は、「羊
が人間を喰らう」というくだりで有名な『ユート

















補 足 的 に ス テ イ プ ル ト ン (Thomas Stapleton, 
1535-1598)、ローパー (William Roper,1495?-1578)、


































　1478 年生まれ (4) のモアは、ロンドン有数のセ
ント・アンソニーズ・スクールのニコラス・ホル
ト (Nicholas Holt , 生没年不詳 ) の下でラテン語教
育を受ける。その後、ジェントリ階級の慣習にし
たがって、書生 (page) としてカンタベリー大司教










Grocyn, 1446-1519)やラティマー(William Latimer, 











　1500 年から 1504 年にかけてモアは、カルトジ
オ会修道院に住みながら法学か聖職の道に進むか
迷っていた。この頃、コレット (John Colet, 1467-
1519) を始めとする人文主義者らとの交流を深め、











なった。1504 年および 1523 年に国会議員として





















1500 年から 1516 年に行われた研究の成果であり、




を 亡 く し て ま もなくアリス・ミドルトン (Alice 































　1496 年 (18) ～ 1504 年 (26)：英語の詩、1499 年 (21)




ジ ョ ン・ コ レ ッ ト 宛 て の 書 簡、1505 年 (27) ～
1506 年 (28)：ルキアノスの翻訳（1506 年出版）、




する警告詩、1513 年頃 (35)：『リチャード 3 世伝』
（1557 年出版）、1515 年 (37)：マーチン・ドープ宛
ての書簡、1516 年 (38)：『ユートピア』、1517 年 (39)
～ 1522 年 (44)：家庭教師ゴネルおよび子どもたち
宛ての書簡、1518 年 (40) ～ 1520 年 (42)：オック
スフォード大学宛ての書簡（1518 年）、エドワード・
リー宛ての書簡（1519 年）、ブリクシウス宛ての
書簡（1520 年）、1522 年頃 (44)：『四終論』、1523
年 (45)：『反ルター論』、1526 年 (48)：ブーゲンハー
ゲン宛ての書簡（1568 年出版）、1529 年 (51)6 月：
『異端についての対話』、1529 年 (51)9 月：『煉獄の
霊魂たちの願い』、1531 年 (53)5 月：『異端につい
ての対話』（第２版出版）、1532 年 (54)3 月：『ティ
ンダル論駁』（I-III）、1532 年 (54)12 月：ジョン・
フリス宛ての書簡（1533 年 12 月出版）、1533 年 (55)
春：『ティンダル論駁』（IV-VIII）、1533 年 (55)4 月：
『弁明』、1533 年 (55)10 月：『セーレムとバイザン





めの対話』、1534 年 (56) ～ 1535 年 (57)：「誘惑に
抗するための神の助けの懇願」「敬虔なる指針」「敬
虔なる瞑想」、1535 年 (57)：『キリストの悲しみ』
（1565 年出版）、1535 年 (57)7 月：「（死を前にした）
敬虔なる祈り」
　加えて、『トマス・モア原典』には「モアの教
育的著作」として、次の 6 点が挙げられている (8)。
　1 つ目は、子どもたちの家庭教師ウィリアム・









































































　 ６ つ 目 は、1521 年 に エ ラ ス ム ス が ビ ュ デ






















ガレット・ギグス；クレメントの妻、娘たちの勉強仲間 22 歳、ジョン・モア；父 76 歳、アン・クレサクル；
ジョンの婚約者 15 歳、トマス・モア；50 歳、ジョン・モア；息子 19 歳、ヘンリ・パテンソン；トマス・





ト (Margaret, 1505-1544)、エリザベス (Elizabeth, 






レ ッ ト・ ギ グ ス（Margaret Giggs, 1508-1570）、





とウィリアム・ローパー (William Roper, 1496?-
1578) との間に生まれた子ども 4 人、二女のエリ

















者 の ニ コ ラ ス・ ク ラ ッ ツ ア ー (Nicholas 
Kratzer,1487?-1550)、スペインの人文主義者ヴィ
ヴ ェ ス (Juan Luis Vives, 1492-1540)、 オ ッ ク ス
フォードを出たリチャード・ハード (Richard 
Hyrde, ?-1528)、同じくオックスフォードを出た





























ジョン・ホルト (John Holt, ?-1504) のラテン文法
書『子どもたちのミルク』(Lac Puerorum.M.holti 



































































I am called childhood : in play all my mynde, 























　 と こ ろ で イ ギ リ ス で は、 リ ド ゲ イ ト (John 
Lydgate, 1370 ？ -1451) の『食卓に立つ少年』(Stans 
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Introduction to the Study of Thomas More's  Educational Thought
Natsuka OKAWA
【abstract】
    This paper clarifies Thomas More's educational views on childhood, based on two materials that have not 
received much attention when dealing with  More's home education.  Previous studies have revealed  More's 
educational thought mainly on adolescence. First,  More's life, focusing on his involvement with Christian 
humanists such as Erasmus, is summarised. Next, the educational writings More left behind are shown. Finally, 
two materials, Lac puerorum and ʻNine Pagentsʼ, are considered.
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